
通級による指導を実施している千葉県立高等学校は千葉県教育委員会のホームページ
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shien/tokubetsushien/index.html#liにて御確認いただけます。

生徒一人一人の教育的ニーズに応じた学びの実現を目指して

高等学校における「通級による指導」
千葉県教育委員会

千葉県では、県立高等学校において「通級による指導」を実施しています。

教職員向け

（Ｒ７）

〇高等学校における通級による指導の実施形態
県立高等学校では、通級による指導を自校通級、

及び巡回指導の２つの形態で実施しています。

自校通級
担当教師は、勤務する

学校に在籍する生徒に対して
指導を行います。

学級の中には「通級による指導」の対象とはならないが、特別な配慮を必要とする、
「困り感のある生徒」がいませんか？自立活動の視点をもち、指導にあたることで生徒の
困難さに気付き、適切な指導・支援を行うことができます。

「通級による指導」とは
大部分の授業を通常の学級で受けながら、一部、障害に応じた特別の指導を特別な場で受ける指導

形態で、個々の生徒の障害による学習上又は生活上の困難を改善し、又は克服することを目的とする

指導です。

〇対象生徒
・実施校に在籍し、校内委員会等において、
障害に応じた特別の指導が必要と判断された
生徒が対象となります。
※特別支援学校学習指導要領の「自立活動」
に相当する指導を行います。

「自立活動」とは

「個々の生徒が自立を目指し、障害による
学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服
するために必要な知識、技能、態度及び習慣を
養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う」
ことを目標としており、個々の生徒の障害の状態
や発達の程度に応じて、実態把握をもとに、
指導目標を設定して行われるものです。

＜県立高等学校での実施形態＞

Ａ校

自校通級

ー通級による指導の一例ー

「友達とうまくコミュニケーションが
とれるようになりたいな。」
→コミュニケーションがうまくいかない場面を
想定し、ロールプレイで練習することで、
相手の気持ちがわかるようになってきた。

「テストに向けて勉強したいけれど、
何から始めればいいのかな。」
→学習計画表の使い方を学習して、
    見通しをもって取り組めるように
    なった。

「今週は全部予定通りできたね。」
→できたことをほめて、継続して指導
    したことで、自分で計画を立てられる
    ようになってきました。

「会話のきっかけ作りがうまくできたね。」
→コミュニケーションをとるための
コツ（表情、目線、声の大きさ等）

   を意識しながらロールプレイを行いました。

巡回指導
巡回指導を担当する教師は、

兼務発令を受けて勤務する
自校以外に在籍する生徒
に対して指導を行います。

Ｂ校

巡回指導

兼
務
発
令

※複数の学校に勤務

生徒の実態を把握し、それぞれの目標に応じた
指導を行います。

通級指導担当教師

＜生徒＞＜生徒＞

＜担当教師＞ ＜担当教師＞



Q３：評価はどのように行いますか？

Ａ：「通級による指導」を受ける生徒については、個別の教育支援計画及び個別の指導計画を
作成します。生徒ごとに障害の状態や教育的ニーズを的確に捉えた上で、個別の指導計画
に「通級による指導」の目標を明確に定めます。その上で「通級による指導」を実施し、
その目標に対する達成度を判断して評価します。

Ａ：学習上又は生活上の困難の要因が、障害によるものなのか、それ以外の要因によるもの
なのか判断が難しい場合も想定されます。困難の要因として考えられる障害を想定した
上で、まずは学級担任や教科担任、特別支援教育コーディネーター等の複数の教員が
連携し、考えられる困難さに対する配慮を個別に試みながら、生徒の実態を把握していく
ことが必要です。

Ａ：「通級による指導」は、高等学校の通常の学級に在籍している生徒に対して、障害の状態
等に応じた特別の指導を、高等学校の教育課程に位置付けて行うものです。
したがって、「通級による指導」の担当教師には、高等学校であれば高等学校教諭免許状
が必要となります。加えて、特別支援教育に関する知識を有し、障害による学習上又は
生活上の困難を改善し、又は克服することを目的とする指導に専門性や経験を有する教員
であることが求められますが、特定の教科の免許状を保有している必要はありません。

Q４：「通級による指導」を行う教師は教員免許状を有していることが必要
     ですか？

「通級による指導」に関する

＜問合せ先＞ 千葉県教育庁教育振興部特別支援教育課

＆

Q５：「通級による指導」以外で、特別な教育的支援を必要とする生徒へできる
対応はありますか？

・障害による学習上や生活上のつまずき（困難）に着目したよりきめ細かい指導・支援
が可能となることにより、その改善・克服につながります。

・自立や社会参加を図るために必要な能力の育成、通常の学級における授業の理解促進
や生徒指導上の課題の解決につながります。

・生徒本人の学習意欲や、自己肯定感の向上につながります。

Q２：知的障害者は「通級による指導」の対象とならないのですか？

Ａ：知的障害者に対する学習上又は生活上の困難の改善・克服に必要な指導は、生活に結び
つく実際的・具体的な内容を継続して指導することが必要であることから、一定の時間
のみ取り出して行うことにはなじまないことを踏まえ、現在、通級による指導の対象とは
なっていません。

＜対象生徒に期待される効果＞

Ｑ１：「通級による指導」の対象者はどんな障害をもっている生徒ですか？

Ａ：通級による指導対象者は、①言語障害者 ②自閉症者 ③情緒障害者 ④弱視者 ⑤難聴者
⑥学習障害者 ⑦注意欠陥多動性障害者 ⑧その他障害のある者、このうち⑧については、
肢体不自由者、病弱者及び身体虚弱者が該当します。
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